
フィード取得モジュールの編集⽅法

基本設定

RSS2.0とATOM形式のフィードを取得

して⼀覧表⺬します。
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■RSSフィードを取得し、表⺬したい時

1

①①①①【【【【デザインモードデザインモードデザインモードデザインモード((((編集⽤編集⽤編集⽤編集⽤))))】】】】
はじめにデザインモードで基本設定・詳細
設定を⾏います。
プレビューには仮のテキストで構成された
⼀覧が表⺬されます。

②②②②【【【【ビューモードビューモードビューモードビューモード((((確認⽤確認⽤確認⽤確認⽤))))】】】】
デザイン・設定が終了したら、ビューモー
ドで確認を⾏います。
編集状態（疑似モジュール）では表⺬不可
になります。

③③③③【【【【オンラインモードオンラインモードオンラインモードオンラインモード((((公開⽤公開⽤公開⽤公開⽤))))】】】】
確認が終了したらオンラインモードに変更
して保存し、アップロードを⾏います。
編集画⾯には何も表⺬されません。

【【【【フィードフィードフィードフィード：：：：状態状態状態状態】】】】についてについてについてについて



2 取得ファイル形式を選択します。

 RSS2フォーマット（0）：RSS2.0形式のファイル取得時に選択
 ATOMフォーマット（1）：ATOM形式のファイル取得時に選択

6 【Type1】
⾒出し＞更新⽇の順

【Type2】
更新⽇＞⾒出しの順

3 取得するフィードのアドレスを⼊⼒します。

4 取得して⼀覧表⺬する件数を指定できます。

5 RSSではdescription、ATOMではsummaryで取得するテキストの表⺬⽂字数を指定できます。
※制限数より多い場合のみ「続きを読む....」のリンクテキストが付加されます。



詳細設定

【表⺬形式：ブロック要素】

背景にも⾼さ・幅が指定できます。

【表⺬形式：インライン要素】

背景には⾼さ・幅が指定できません。
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ウィンドウ表⺬(_self)：今表⺬されているウィンドウにリンク先のページを表⺬

           します。（別ブラウザは⽴ち上がりません）

ウィンドウ表⺬(_blank)：今表⺬されているページをそのままに、新たなウィン

           ドウを⽴ち上げてリンク先のページを表⺬します。

ウィンドウ表⺬(_top)：フレーム不使⽤時は _self と同じです。フレーム使⽤時は

           フレームを解除してページを表⺬します。
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【回り込み解除：利⽤する（both）】

⾒出しが回りこみません。

※レイアウトタイプType2の場合

【回り込み解除：利⽤しない（none）】

⾒出しが更新⽇の横に回りこみます。

※レイアウトタイプType2の場合
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52 【回り込み解除：利⽤する（both）】

更新⽇が回りこみません。

※レイアウトタイプType1の場合

【回り込み解除：利⽤しない（none）】

更新⽇が⾒出しの横に回りこみます。

※レイアウトタイプType1の場合



表⺬記事がグループ化されます。

■■■■スマートフォンスマートフォンスマートフォンスマートフォン設定設定設定設定にににに関関関関してしてしてして
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